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   文部科学省が調査対象として抽出した，国・公・私立学校（原則として，本体調査
を実施する学校）の以下の学年の児童生徒 
   【小学校調査】 
小学校第 6学年，義務教育学校前期課程第 6学年，特別支援学校小学部第 6学年 
   【中学校調査】 





    国語，算数・数学はそれぞれ「主として『知識』に関する問題」（※1）と「主とし
て『活用』に関する問題」（※2）を出題。 
   ※1：身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活において
不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能など 
   ※2：知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構想を立
て実践し評価・改善する力など 
   
（３）調査実施日 




   調査対象者の在籍する国・公・私立学校全体から，母集団の正答率に対してその推
定値が 95％信頼区間，誤差±2.5％以内となるよう学校を抽出し，小学校 430 校（抽
出率 2.1％，うち国語 214 校，算数 216 校），中学校 521 校（抽出率 4.9％，うち国語
261 校，数学 260 校）で調査を実施。（悉皆調査で実施した平成 27 年度全国学力・学
習状況調査の結果を勘案。） 
＊問題冊子は各教科 13 冊子作成。各学校は，国語又は算数・数学のいずれか 1 教科






           
 
国語 分冊１ 分冊２ 分冊３ 分冊４ 分冊５ 分冊６ 分冊７ 分冊８ 分冊９ 分冊１０ 分冊１１ 分冊１２ 分冊１３ 合計 
小学校 846 830 861 843 835 841 853 853 842 840 845 841 837 10967 
中学校 2043 2042 2076 2014 2042 2050 2033 2027 2044 2041 2050 2021 2048 26531 
算数･数学 分冊１ 分冊２ 分冊３ 分冊４ 分冊５ 分冊６ 分冊７ 分冊８ 分冊９ 分冊１０ 分冊１１ 分冊１２ 分冊１３ 合計 
小学校 825 817 839 823 832 819 818 828 834 830 829 836 823 10753 
中学校 2000 2006 2044 1984 1982 2008 1996 1996 1975 1980 1986 1987 1998 25942 
※学校の抽出率：3.1％（小学校 2.1％，中学校 4.9％） 
-1-
（５）調査結果の解釈等に関する留意事項 







































































































































































































































































































































































































○ ○ 80.7 － 1.1 －
２０ ○ 5・6ア
○ ○ 82.0 － 1.2 －
２１ 主体的に考えながら話を聞く ○ 5・6エ




○ ○ ○ 71.1 64.8 1.8 2.1
２３ 目的に応じて，中心となる語や文を捉える ○ 3・4イ






○ ○ 57.2 59.1 1.0 0.4
２５ 話し手の立場や意図を捉えて聞く ○ 5・6エ
○ ○ 82.0 84.9 1.1 0.8
２６ 立場や意図を明確にして話す ○ 5・6オ
5・6
エ










○ ○ ○ 47.6 － 7.9 －
２９ 文章から分かったことを整理して書く ○ 5・6ウ
5・6
ウ












○ ○ 35.8 － 11.8 －
３３ 文章全体の構成を捉える ○ 5・6イ














○ ○ ○ 66.7 66.4 4.6 5.2
３７ 目的に応じて，文章の内容を適切に捉える ○ 5・6ウ







○ ○ ○ ○ 22.3 19.1 6.0 4.8
３９ 目的に応じて，文章の内容を適切に捉える ○ 5・6ウ







































































































































































3D(1) ○ ○ 85.3 90.1 1.1 0.6
１０ ○ 4A(5)ウ











































































































































































































○ ○ 55.6 49.2 2.8 2.4
２７ 円グラフを読み取ることができる ○ 5D(4) ○ ○ 91.2 92.7 0.9 0.6























































































































































































































































○ ○ 5.4 － 2.0 －
４８ 基準量と比較量の関係を表している図を判断できる






































































































































































１ 話合いの方向を捉えて司会の役割を果たす ○ １
オ
○ ○ 70.7 71.2 0.5 0.7
２ 話合いの内容を整理する ○ １オ




○ ○ 59.9 － 3.9 －
４ 話合いの方向を捉えて司会の役割を果たす ○ １オ




○ ○ 40.6 － 4.8 －
６ 内容を整理して文章を構成する ○ ２オ
○ ○ 59.8 54.2 0.6 0.5
７ 伝えたい事柄を明確にして書く ○ ２ウ




○ ○ 54.0 55.8 0.4 0.5
９ 文章の展開に即して内容を理解する ○ ２イ




○ ○ 84.7 84.5 3.8 4.8
１１ 文章の表現の特徴を捉える ○ １エ
○ ○ 59.1 58.1 0.7 0.6
１２ 描写に注意して読み，内容を理解する ○ １ウ
○ ○ 74.2 72.1 0.6 0.5
１３ ○ ２(1)ウ(ｲ)
○ ○ 44.0 39.8 20.2 28.7
１４ ○ ２(1)ウ(ｲ)
○ ○ 70.5 71.4 6.7 6.5
１５ ○ ２(1)ウ(ｲ)
○ ○ 78.0 80.1 2.6 1.8
１６ ○ ２(1)ウ(ｲ)
○ ○ 65.8 61.8 2.8 3.2
１７ ○ ２(1)ウ(ｲ)
○ ○ 87.3 79.7 4.5 6.5
１８ ○ ２(1)ウ(ｲ)















































































































































○ ○ 69.2 66.4 2.0 4.3
２０ ○ ２(1)ウ(ｱ)
○ ○ 80.1 81.0 4.8 7.4
２１ ○ ２(1)ウ(ｱ)
○ ○ 58.9 54.0 1.7 1.7
２２ ○ ２(1)ウ(ｱ)
○ ○ 97.1 97.4 1.3 0.6
２３ ○ ２(1)ウ(ｱ)
○ ○ 91.7 86.7 1.4 2.8
２４ ○ ２(1)ウ(ｱ)
○ ○ 97.9 97.3 1.0 0.9
２５ ○ １(1)イ(ｳ)
○ ○ 96.3 97.3 1.1 0.2
２６ ○ １(1)イ(ｳ)
○ ○ 43.0 50.3 0.4 0.8
２７ ○ １(1)イ(ｳ)
○ ○ 82.3 87.5 0.5 0.4
２８ ○ １(1)イ(ｳ)
○ ○ 63.3 61.2 0.6 0.5
２９ ○ １(1)イ(ｳ)
○ ○ 93.6 93.9 0.2 1.1
３０ ○ １(1)イ(ｳ)
○ ○ 53.1 55.3 0.7 0.6
３１ ○ ２(1)イ(ｱ)
○ ○ 92.6 90.9 0.6 0.6
３２ ○ ２(1)イ(ｱ)
○ ○ 75.7 77.5 0.5 0.4
３３ ○ ２(1)イ(ｱ)








○ ○ 83.9 85.9 2.1 2.1
３６ 漢字の楷書と行書との違いを理解して書く ○ １(2)イ
○ ○ 98.2 98.5 0.7 0.4
３７ 相手の話を踏まえて話す ○ １イ






○ ○ ○ ○ 72.9 － 14.1 －
３９ 目的に応じて，効果的に話す ○ ２ウ



































































































































































○ ○ ○ ○ 36.1 － 6.2 －
４３ 文章の表現の特徴を捉える ○ １エ





















○ ○ ○ ○ 44.8 － 18.9 －
４７ 文章の展開に即して内容を理解する ○ １イ








○ ○ ○ ○ ○ 57.6 53.4 6.0 10.4
４９ 文章の構成を工夫する ○ ２イ
１
エ

















































































































































○ ○ 84.8 84.2 3.2 2.8
２ 正の数と負の数の四則演算ができる ○ １(1)ウ




○ ○ 87.5 88.5 3.3 3.4
４ 文字式の値について理解している ○ １(2)ア




○ ○ 90.6 89.9 4.4 4.5
６ 数量の関係を文字式に表すことができる ○ １(2)エ








○ ○ 43.1 39.4 15.6 16.9
９ 一元一次方程式を解くことができる ○ １(3)ウ








○ ○ 71.4 72.6 1.0 0.7
１２ 基本的な作図の手順を理解している ○ １(1)ア




















○ ○ 84.2 85.3 0.6 0.3
１８ 多角形の内角の和の性質を理解している ○ ２(1)イ























































































































１９ 三角形の合同条件を理解している ○ ２(2)ア










○ ○ 31.1 29.0 1.1 0.6
２２ 関数関係の意味を理解している ○ １(1)ア




○ ○ 61.3 64.8 0.7 0.5
２４ 比例の表から， x と y の関係を式で表すことができる
○ １(1)
エ
○ ○ 67.2 60.3 8.8 11.7
２５ 比例 y＝ax について，式とグラフの関係を理解している
○ １(1)
エ




○ ○ 50.9 49.8 1.0 0.9
２７ 一次関数の式を求めることができる ○ ２(1)イ
○ ○ 61.0 57.4 0.9 0.7
２８ 一次関数のグラフについて理解している ○ ２(1)イ












○ ○ 45.7 － 4.8 －
３２ ヒストグラムについて理解している ○ １(1)ア
○ ○ 62.8 55.0 12.2 14.6
３３ 相対度数の意味を理解している ○ １(1)ア
○ ○ 54.6 49.8 1.4 1.2
３４ 確率の意味について理解している ○ ２(1)ア














































































































































































○ ○ 48.1 41.7 14.6 18.7
４７ 筋道を立てて考え，証明することができる ○ ２(2)イ，ウ




○ ○ 50.5 － 1.4 －
４９ 証明の方針を立てることができる ○ ２(2)ア，イ

















































































































































































○ ○ 13.9 － 5.2 －
６４ 表から相対度数を求めることができる ○ １(1)イ












































































































＜Ｈ25：64.8％ → 71.1％（＋6.3ポイント）＞ 
・中学校数学：柱体と錐体の体積の関係について理解している【Ｐ25参照】 
＜Ｈ25：52.8％ → 57.8％（＋5.0ポイント）＞ 
（主として「活用」に関する問題） 
・小学校算数：面積を求める式が正しい理由を，示された求め方を基に記述できる 




＜Ｈ25：66.7％ → 65.1％（－1.6ポイント）＞ 
・小学校算数：小数の計算における乗数と積の大きさ，除数と商の大きさの関係について理解して 
いる【Ｐ20 参照】 ＜Ｈ25：47.8％ → 45.0％（－2.8ポイント）＞ 
・中学校国語：論理の展開の仕方を捉えて，内容を理解する【Ｐ22参照】 
＜Ｈ25：55.8％ → 54.0％（－1.8ポイント）＞ 
・中学校国語：文章の展開に即して内容を理解する【Ｐ22参照】 
＜Ｈ25：80.7％ → 80.6％（－0.1ポイント）＞ 
・中学校国語：文脈に即して漢字を正しく書く【Ｐ24参照】 




＜Ｈ25：64.5％ → 57.8％（－6.7ポイント）＞ 
・中学校国語：語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使う 
＜Ｈ25：50.3％ → 43.0％（－7.3ポイント）＞ 
（主として「活用」に関する問題） 
・小学校算数：示された図と言葉を解釈し，長さを求める式を書くことができる 
























































































































１ 条件①，②を満たしているもの 71.1 64.8 47.8 ◎
２ 条件①は満たしているが，条件②は満たしてい
ないもの 7.0 7.3 8.6
３ 条件①は満たしていないが，条件②は満たして
いるもの 3.7 4.0 4.8
９ 上記以外の解答 16.4 21.8 28.1































問題番号 解 答 類 型 28年度 25年度 22年度 正答
（参考）
８ １ 350 と解答しているもの 65.1 66.7 66.3 ◎
２ 400 と解答しているもの 29.2 29.9 29.3
９ 上記以外の解答 4.3 3.2 3.7






















問題番号 解 答 類 型 28年度 25年度 20年度 正答
（参考）
11 １ １，４ と解答しているもの 45.0 47.8 45.3 ◎
２ １ と解答しているもの 3.3 3.2 2.9
３ ４ と解答しているもの 1.8 1.2 1.8
４ １，２ と解答しているもの 4.8 4.3 4.4
５ １，３ と解答しているもの 17.8 18.4 12.0
９ 上記以外の解答 23.9 20.8 23.9






















問題番号 解 答 類 型 28年度 25年度 22年度 正答
（参考）
８ １ １，３，５と解答しているもの 54.0 55.8 58.2 ◎
９ 上記以外の解答 45.6 43.7 41.4






















問題番号 解 答 類 型 28年度 25年度 22年度 正答
（参考）
９ １ １と解答しているもの 80.6 80.7 75.9 ◎
２ ２と解答しているもの 9.5 9.6 11.6
３ ３と解答しているもの 4.2 4.0 5.2
４ ４と解答しているもの 4.9 4.7 6.3
９ 上記以外の解答 0.1 0.3 0.1















問題番号 解 答 類 型 28年度 25年度 19年度 正答
（参考）
16 １ 「貸（す）」と解答しているもの 65.8 61.8 59.0 ◎
９ 上記以外の解答 31.4 35.0 34.0





















問題番号 解 答 類 型 28年度 25年度 20年度 正答
（参考）
16 １ ア と解答しているもの。 2.4 2.6 2.5
２ イ と解答しているもの。 57.8 52.8 52.4 ◎
３ ウ と解答しているもの。 30.5 32.7 36.5
４ エ と解答しているもの。 6.3 9.3 5.7
５ オ と解答しているもの。 2.2 2.3 2.2
９ 上記以外の解答 0.0 0.0 0.0










































































































































𝑃𝑃(𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖 = 1|𝜃𝜃𝑖𝑖) = 11 + exp�−1.7𝑎𝑎𝑖𝑖(𝜃𝜃𝑖𝑖 − 𝑏𝑏𝑖𝑖)� 
ここで， 
 𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖は𝑖𝑖番目の受検者（児童生徒）が𝑘𝑘番目の調査項目に正答するかどうかを表してお







 𝑃𝑃(𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖 = 1|𝜃𝜃𝑖𝑖)は尺度値が𝜃𝜃𝑖𝑖である受検者（児童生徒）が，𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖に正答する条件付き確
率(※3) 













































































※4  一般に，学力（𝜃𝜃𝑖𝑖）の分布には，注 2 で述べたような正規分布を仮定する。ここで仮定する𝜃𝜃𝑖𝑖の分
布とは，計算上，受検者（児童生徒）の学力（𝜃𝜃）の仮定的な分布から抽出したものであり，実際に調
査項目を受けた個々の受検者（児童生徒）の学力を意味しない。 














𝑃𝑃(𝑥𝑥 = 1|𝜃𝜃) = 11 + exp�−1.7𝑎𝑎(𝜃𝜃 − 𝑏𝑏)� 
このとき，別のテストにおける２パラメタ・ロジスティック・モデル 




𝜃𝜃′ = 𝐴𝐴𝜃𝜃 + 𝐵𝐵
𝑎𝑎′ = 𝑎𝑎
𝐴𝐴






























者（児童生徒）はそのうち 1 冊の分冊に解答した。図３が平成 28 年度調査で採用した
分冊の設定である。 
 






分冊 10，分冊 12 の４つの分冊に収録） 
 あるユニットの収録される位置はどの分冊でも異なる位置である（ユニット１であ












平成 28 年度調査においては，前節で述べたように 13 分冊による重複テスト分冊法
で調査を実施したが，平成 25 年度に実施した経年変化分析調査においては，小学校・




分冊1 分冊2 分冊3 分冊4 分冊5 分冊6 分冊7 分冊8 分冊9 分冊10 分冊11 分冊12 分冊13
1番目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
2番目 2 3 4 10 6 13 12 9 1 11 5 8 7
3番目 4 10 11 5 7 12 9 2 3 6 13 1 8











があった。また，平成 25 年度調査の分冊間には共通問題がないことから，平成 25 年
度の分冊間の受検者（児童生徒）の能力を直接的に等化することができないこと，平成
25 年度調査と平成 28 年度調査の結果の変化には，平成 25 年度調査と平成 28 年度調
査とで調査方式を変更したことや，平成 28 年度調査において 13 分冊で調査を実施す
るに当たり調査問題数を拡大した際に調査項目における識別力・困難度の全体的なバ
ランスが変化した可能性があることなどの，学力分布の変化以外の要因が含まれ得る
ことなどに特段の留意が必要である。 
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